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日
本
が
激
的
に
変
化
し
た
４　０　
年

国　
立　
京　
都　
国　
際　
会　
館　
は　
ユ　
ニ　
ー　
ク　
な　
デ　

ザ　
イ　
ン　
、　
周　
囲　
の　
環　
境　
と　
も　
に　
す　
ば　
ら　
し　

い　
交　
流　
拠　
点　
で　
す　
。　
世　
間　
の　
喧　
騒　
か　
ら　
離　

れ　
、　
豊　
か　
な　
自　
然　
の　
中　
で　
、　
じ　
っ　
く　
り　
と　

意　
見　
を　
交　
換　
す　
る　
の　
に　
最　
適　
な　
場　
所　
と　
い　

え　
ま　
す　
。　
地　
下　
鉄　
が　
で　
き　
て　
か　
ら　
は　
、　
懸　

案　
だ　
っ　
た　
ア　
ク　
セ　
ス　
も　
非　
常　
に　
よ　
く　
な　
り　

ま　
し　
た　
。　
さ　
ら　
に　
注　
文　
す　
る　
と　
す　
れ　
ば　
、　

京　
都　
全　
体　
で　
２　
万　
〜　
３　
万　
人　
ク　
ラ　
ス　
の　
国　

際　
コ　
ン　
ベ　
ン　
シ　
ョ　
ン　
に　
対　
応　
で　
き　
る　
キ　
ャ　

パ　
シ　
テ　
ィ　
が　
ほ　
し　
い　
と　
こ　
ろ　
で　
す　
。　

１　
９　
６　
６　
年　
の　
国　
際　
会　
館　
オ　
ー　
プ　
ン　
か　

ら　
今　
日　
ま　
で　
の　
４　０　
年　
間　
に　
、　
時　
代　
は　
大　
き　

く　
変　
化　
し　
ま　
し　
た　
。　
東　
京　
オ　
リ　
ン　
ピ　
ッ　
ク　

開　
催　
（　
６　４　
年　
）　
当　
時　
を　
振　
り　
返　
っ　
て　
み　
る　

と　
、　
大　
卒　
初　
任　
給　
は　
約　
６　０　
ド　
ル　
（　
２　
万　
１　

１　
９　
０　
円　
）　。　
大　
学　
進　
学　
率　
は　
１　６　
％　
（　
男　

性　
２　６　
％　
、　
女　
性　
５　
％　
）　
。　
テ　
レ　
ビ　
を　
前　
に　

一　
家　
団　
欒　
に　
花　
が　
咲　
き　
、　
日　
本　
人　
の　
海　
外　

旅　
行　
者　
数　
は　
年　
間　
お　
よ　
そ　
１　２　
万　
８　
０　
０　
０　

人　
、　
日　
本　
の　
労　
働　
者　
の　
３　
割　
が　
一　
次　
産　
業　

に　
携　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
こ　
の　
４　０　
年　
は　
、　
日　
本　
の　
伝　
統　
的　

な　
町　
並　
み　
が　
失　
わ　
れ　
、　
全　
国　
ど　
こ　
へ　
行　
っ　

て　
も　
、　
コ　
ン　
ク　
リ　
ー　
ト　
で　
覆　
わ　
れ　
た　
同　
じ　

よ　
う　
な　
景　
色　
に　
変　
わ　
っ　
て　
い　
っ　
た　
時　
代　
で　

も　
あ　
り　
ま　
す　
。　
京　
都　
の　
景　
観　
も　
ず　
い　
ぶ　
ん　

変　
わ　
っ　
て　
し　
ま　
い　
ま　
し　
た　
。　
そ　
れ　
で　
も　
日　

本　
ら　
し　
い　
趣　
を　
色　
濃　
く　
残　
す　
数　
少　
な　
い　
都　

市　
の　
一　
つ　
で　
す　
。　

国
の
品
格
は
ソ
フ
ト
で
決
ま
る

海　
外　
の　
人　
に　
と　
っ　
て　
、　
日　
本　
は　
「　
一　
度　

は　
行　
っ　
て　
み　
た　
い　
国　
」　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　

が　
、　
何　
度　
も　
行　
き　
た　
い　
と　
思　
う　
人　
は　
多　
く　

は　
な　
い　
で　
し　
ょ　
う　
。　
「　
日　
本　
は　
ビ　
ジ　
ネ　
ス　

だ　
け　
の　
金　
持　
ち　
国　
」　
と　
い　
う　
の　
が　
、　
世　
界　

の　
一　
般　
的　
な　
認　
識　
だ　
か　
ら　
で　
す　
。　
最　
近　
よ　

う　
や　
く　
漫　
画　
や　
ア　
ニ　
メ　
の　
よ　
う　
に　
グ　
ロ　
ー　

バ　
ル　
な　
発　
信　
力　
の　
あ　
る　
ソ　
フ　
ト　
も　
出　
て　
き　

ま　
し　
た　
が　
、　
ま　
だ　
ま　
だ　
数　
は　
限　
ら　
れ　
て　
い　

ま　
す　
。　
文　
化　
大　
国　
と　
い　
わ　
れ　
る　
フ　
ラ　
ン　
ス　

を　
見　
れ　
ば　
わ　
か　
る　
よ　
う　
に　
、　
国　
家　
の　
信　
用　

は　
お　
金　
だ　
け　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
フ　
ラ　
ン　

ス　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
品　
格　
が　
感　
じ　
ら　
れ　
る　

国　
は　
ソ　
フ　
ト　
の　
育　
成　
や　
保　
護　
に　
力　
を　
入　

れ　
、　
世　
界　
に　
向　
け　
た　
広　
報　
戦　
略　
を　
持　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　

日　
本　
は　
い　
ま　
だ　
に　
脱　
却　
で　
き　
ず　
に　
い　
る　

鎖　
国　
時　
代　
の　
発　
想　
と　
縁　
を　
切　
っ　
て　
、　「　
世　

界　
で　
ど　
う　
見　
ら　
れ　
て　
い　
る　
か　
、　
ま　
た　
ど　
う　

見　
て　
ほ　
し　
い　
の　
か　
」　
を　
念　
頭　
に　
、　
世　
界　
に　

通　
用　
す　
る　
ソ　
フ　
ト　
戦　
略　
づ　
く　
り　
に　
早　
急　
に　

取　
り　
組　
ま　
な　
け　
れ　
ば　
い　
け　
ま　
せ　
ん　
。　

ま　
た　
、　グ　
ロ　
ー　
バ　
ル　
社　
会　
に　
お　
い　
て　
は　
、　

温　
暖　
化　
な　
ど　
科　
学　
的　
判　
断　
を　
必　
要　
と　
す　
る　

地　
球　
規　
模　
の　
問　
題　
が　
山　
積　
し　
て　
お　
り　
、　
日　

本　
が　
世　
界　
や　
ア　
ジ　
ア　
の　
な　
か　
で　
ど　
の　
よ　
う　

に　
コ　
ミ　
ッ　
ト　
し　
て　
い　
く　
の　
か　
が　
問　
わ　
れ　
て　

い　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
か　
ら　
の　
国　
や　
政　
策　
づ　
く　
り　

は　
も　
ち　
ろ　
ん　
の　
こ　
と　
、　
国　
際　
政　
治　
の　
舞　
台　

に　
お　
い　
て　
も　
、　
科　
学　
者　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
に　

求　
め　
ら　
れ　
る　
役　
割　
や　
責　
任　
は　
、　
今　
ま　
で　
以　

上　
に　
大　
き　
く　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

伝
統
維
持
と
効
率
の
両
立
が
課
題

国　
際　
会　
館　
で　
は　
、　
数　
多　
く　
の　
国　
際　
学　
会　

が　
開　
催　
さ　
れ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
特　
に　
Ｃ　
Ｏ　
Ｐ　

３　
（　
気　
候　
変　
動　
枠　
組　
条　
約　
第　
３　
回　
締　
約　
国　

会
議
）
の
「
京
都
議
定
書
」
や
世
界
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を
通
し
て
、
京
都

の
国
際　
的　
な　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
イ　
メ　
ー　
ジ　
が　
確　
立　

さ　
れ　
て　
き　
た　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
京　
都　
も　
今　
後　

は　「　
世　
界　
か　
ら　
見　
た　
京　
都　
の　
魅　
力　
は　
何　
か　
」　

と　
い　
う　
視　
点　
で　
、　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
力　
を　
生　
か　
し　

た　
都　
市　
戦　
略　
を　
考　
え　
て　
い　
く　
べ　
き　
で　
す　
。　

昨　
年　
、　
公　
開　
さ　
れ　
た　
ハ　
リ　
ウ　
ッ　
ド　
映　
画　

『　
Ｓ　
Ａ　
Ｙ　
Ｕ　
Ｒ　
Ｉ　
』　（　
ロ　
ブ　
・　
マ　
ー　
シ　
ャ　
ル　

監　
督　
、　
２　
０　
０　
５　
年　
）　
で　
描　
か　
れ　
た　
京　
都　

は　
、　
海　
外　
の　
人　
が　
持　
つ　
京　
都　
の　
典　
型　
的　
な　

イ　
メ　
ー　
ジ　
と　
い　
え　
ま　
す　
。　
国　
や　
都　
市　
を　
訪　

れ
た
く
な
る
魅
力
と
は
、
整
備
さ
れ
た

ハ
ー
ド
イ
ン
フ
ラ
や
経
済
的
な
豊
か
さ

よ
り
も　
、　
歴　
史　
や　
伝　
統　
が　
息　
づ　
く　
町　
並　
み　

や　
人　
々　
の　
暮　
ら　
し　
ぶ　
り　
の　
中　
に　
あ　
り　
ま　

す　
。　
近　
代　
的　
な　
高　
層　
ビ　
ル　
で　
は　
な　
く　
、　
京　

の　
伝　
統　
的　
な　
木　
造　
建　
築　
や　
狭　
い　
路　
地　
に　
育　

ま　
れ　
た　
文　
化　
こ　
そ　
、　
訪　
れ　
た　
人　
が　
京　
都　
で　

見　
た　
い　
も　
の　
で　
し　
ょ　
う　
。　
道　
が　
多　
少　
狭　
く　

て　
も　
、　
観　
光　
客　
に　
は　
た　
い　
し　
た　
問　
題　
で　
は　

あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
ベ　
ネ　
チ　
ア　
は　
自　
動　
車　
ど　
こ　

ろ　
か　
自　
転　
車　
も　
乗　
り　
入　
れ　
禁　
止　
で　
す　
が　
、　

毎　
年　
、　
世　
界　
中　
か　
ら　
多　
く　
の　
観　
光　
客　
が　
訪　

れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

問　
題　
は　
伝　
統　
と　
文　
化　
を　
、　
効　
率　
や　
ア　
メ　

ニ　
テ　
ィ　
と　
い　
か　
に　
両　
立　
さ　
せ　
て　
い　
く　
か　
で　

す　
。　
た　
と　
え　
ば　
、　
建　
物　
の　
外　
観　
は　
京　
都　
ら　

し　
い　
「　
木　
の　
文　
化　
」　
を　
保　
ち　
、　
内　
側　
を　
機　

能　
的　
で　
快　
適　
に　
す　
る　
工　
夫　
を　
行　
政　
や　
企　

業　
、　
市　
民　
が　
協　
力　
し　
て　
進　
め　
て　
い　
く　
こ　
と　

は　
で　
き　
な　
い　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　
電　
線　
の　
地　
中　

化　
も　
京　
都　
は　
も　
ち　
ろ　
ん　
、　
公　
共　
事　
業　
と　
し　

て　
全　
国　
で　
実　
施　
す　
べ　
き　
課　
題　
だ　
と　
思　
い　
ま　

す　
。　”　京
都　

“　
を　
ど　
の　
よ　
う　
な　
地　
域　
に　
し　
た　

い　
の　
か　
―　
―　
日　
本　
の　
心　
が　
凝　
縮　
さ　
れ　
た　
交　

流　
拠　
点　
と　
し　
て　
発　
信　
す　
る　
た　
め　
に　
、　
京　
都　

の　
住　
民　
の　
み　
な　
ら　
ず　
、　
日　
本　
全　
体　
で　
考　
え　

て　
い　
く　
テ　
ー　
マ　
だ　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

黒川　清　日本学術会議会長

くろかわ きよし
1 9 6 2年東京大学医学部卒。1 9 6 7年同大学院医

学研究科修了。医学博士。南カリフォルニア大学

医学部内科準教授。カリフォルニア大学ロサンゼ

ルス校医学部内科教授。東京大学医学部第一内

科教授。東海大学医学部長、同総合医学研究所

長などを歴任し、2003年日本学術会議会長に就任。

内閣府総合科学技術会議議員を務める。2 0 0 4年

より東京大学先端科学技術研究センター客員教

授、東海大学総合科学技術研究所教授。

「　
日
本　
は　
鎖
国
時
代　
の　
発
想　
と　
縁　
を　
切　
っ　
て　
、　

世
界　
に　
通
用　
す　
る　
ソ　
フ　
ト　
戦
略　
づ　
く　
り　
に　

早
急　
に　
取　
り　
組　
ま　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
」　
―　
―

物
言　
う　
学
者　
と　
し　
て　
、　

政
府　
や　
、　科
学
者　
た　
ち　
に　
提
言　
す　
る　

日
本
学
術
会
議
会
長　
の　
黒
川
清
氏　
に　
、　

こ　
れ　
か　
ら　
の　
京
都　
と　
日
本　
に　
つ　
い　
て　
伺　
っ　
た　
。

世　
界　
か　
ら　
見　
た　
日　
本

「
京
都
」　の　
素
材　
を　
活　
か　
し　
て

環
境　
に　
優　
し　
い　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
が　
始
動

京　
都　
の　
国　
際　
的　
な　
知　
名　
度　
を　
一　
躍　
高　
め　
た　

の　
が　
、　
１　
９　
９　
７　
年　
１　２　
月　
に　
開　
催　
さ　
れ　
た　
国　

連　
主　
催　
の　
「　
気　
候　
変　
動　
枠　
組　
条　
約　
第　
３　
回　
締　

約　
国　
会　
議　
」　（　
Ｃ　
Ｏ　
Ｐ　
３　
＝　
地　
球　
温　
暖　
化　
防　

止
京
都
会
議

だ
。
法
的
拘
束
力
を
持
つ
温

暖　
化　
ガ　
ス　
削　
減　
計　
画　
を　
め　
ぐ　
っ　
て　
紛　
糾　
し　
、　

一　
時　
は　
採　
択　
が　
危　
ぶ　
ま　
れ　
た　
が　
、　
最　
終　
日　
も　

徹　
夜　
で　
討　
議　
を　
続　
行　
。　
会　
期　
を　
１　
日　
オ　
ー　
バ　
ー　

し　
て　
、　「　
京　
都　
議　
定　
書　
」　（　

）

が
採
択
さ
れ
た
。
世
界
的
に
関
心
の
高
い

テ
ー
マ
、
難
航
の
末
の
歴
史
的
な
成
果
と

い
う
こ　
と　
も　
あ　
っ　
て　
、　
京　
都　
発　
の　
ニ　
ュ　
ー　
ス　

は　
連　
日　
世　
界　
中　
の　
メ　
デ　
ィ　
ア　
で　
大　
き　
く　
扱　
わ　

れ　
た　
。　
そ　
の　
後　
も　
京　
都　
議　
定　
書　
は　
海　
外　
で　

「

」
と
略
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
広

京
都　
の　
地
域
特
性　
を　
活　
か　
し　
た　
賞　
を　
創
設

世
界　
の　
水　
の　
使
用
量　
は　
過
去　
１　
世
紀　
の　
間　

に　
６　
倍　
に　
増　
え　
、　ア　
ジ　
ア　
・　
ア　
フ　
リ　
カ　
の　
３　０　
カ　
国

以
上　
が　
深
刻　
な　
水
不
足　
に　
直
面　
し　
て　
い　
る　
と　
い　

わ　
れ　
る　
。　
国
際　
シ　
ン　
ク　
タ　
ン　
ク　
「　
世
界
水
会
議　
」　

が　
主
催　
す　
る　
「　
世
界
水　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
」　
は　
、　水
問

題　
の　
改
善　
を　
通　
し　
て　
世
界　
の　
平
和　
と　
安
定　
へ　

の　
貢
献　
を　
め　
ざ　
す　
国
際
会
議　
で　
、　１　
９　
９　
７　
年　

か　
ら　
３　
年　
ご　
と　
に　
開
催　
。　
０　３　
年　
３　
月　
の　
第　
３　
回　

フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
は　
主
会
場　
の　
国
立
京
都
国
際
会
館　

と　
、　
大
阪　
・　
滋
賀　
（　
琵
琶
湖　
・　
淀
川
流
域　
）　で　
行　

わ　
れ　
た　
。　
日
本
政
府
主
催　
の　
閣
僚
級
国
際
会

議　
も　
併
催　
さ　
れ　
、　
約　
１　
８　
０　
の　
国　
・　
地
域　
の　
閣

僚
級　
１　
３　
０　
人
以
上　
を　
含　
む　
１　
３　
０　
０　
人　
が　
参

報　
効　
果　
は　
絶　
大　
だ　
っ　
た　
と　
い　
え　
る　
。　

会　
議　
を　
機　
に　
環　
境　
問　
題　
に　
対　
す　
る　
市　
民　
の　

関　
心　
も　
高　
ま　
っ　
た　
。　
Ｃ　
Ｏ　
Ｐ　
３　
後　
、　
京　
都　
市　

は　
Ｃ　
Ｏ　

２　

の　
１　０　
％
削
減　
を　
正
式　
な　
政
策
目
標　

と
し　
て　
掲　
げ　
、　
ゴ　
ミ　
収　
集　
車　
の　
燃　
料　
を　
す　
べ　

て　
天　
ぷ　
ら　
油　
の　
廃　
油　
に　
切　
り　
替　
え　
る　
な　
ど　
の　

取　
り　
組　
み　
を　
開　
始　
。　
環　
境　
問　
題　
を　
最　
重　
要　
課　

題　
と　
し　
て　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
を　
進　
め　
て　
い　
こ　
う　
と　

い　
う　
地　
域　
の　
コ　
ン　

セ　
ン　
サ　
ス　
も　
で　

き　
、　
後　
の　
「　
世　
界　

水　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
」　

な　
ど　
環　
境　
関　
連　
の　

重　
要　
会　
議　
の　
誘　
致　

に　
も　
つ　
な　
が　
っ　
て　

い　
る　
。　

地　
球　
温　
暖　
化　
防　
止　
京　
都　
会　
議　

第　
３　
回
世
界
水　
フ　
ォ　
ー
ラ　
ム　
・　
閣
僚
級
国
際
会
議

国立京都国際会館40周年記念－交流文化都市・京都への想い

Ｃ　
Ｏ　
Ｐ　
３　

加　
、　閣
僚
宣
言　
を　
採
択　
し　
た　
。　

京
都　
は　
古
来　
、　良
質　
な　
水　
で　
知　
ら　
れ　
、　京
友

禅　
、　
清
酒　
、　湯
葉　
な　
ど　
の　
伝
統
産
業　
は　
水　
と　
関　

わ　
り　
が　
深　
い　
。　
川
床
料
理　
の　
よ　
う　
な　
独
特　
の　
水

辺　
の　
文
化　
も　
発
達　
、　
水　
に　
こ　
だ　
わ　
り　
を　
持　
ち　
、　

水　
を　
大
切　
に　
す　
る　
土
地
柄　
だ　
。　
京
都
府　
は　
開

催　
を　
機　
に　
「　
京
都
水
宣
言　
」　
を　
発
表　
し　
、　「　
京
都

水　
づ　
く　
り　
賞　
」　
を　
創
設　
。　
京
都
市　
も　
世
界
水
会

議　
と　
共
同　
で　「　
京
都
世
界
水
大
賞　
」　を　
創
設　
し　
、　

イ　
ン　
ド　
の　
Ｎ　
Ｇ　
Ｏ　
に　
第　
１　
回　
の　
大
賞　
が　
贈　
ら　
れ　

た　
。　
ま　
た　
、　２　
０　
０　
４　
年　
に　
設
立　
さ　
れ　
た　
Ｎ　
Ｐ　
Ｏ　

「　
日
本
水　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
」　
が　
、　第　
３　
回　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　

の　
事
務
局　
の　
活
動　
を　
引　
き　
継　
い　
で　
い　
る　
。

国立京都国際会館は、宝ケ池の美しい自然に囲まれた交流拠点


